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序 文 

日本国政府は、中華人民共和国政府からの技術協力要請に基づき、2007年6月よ

り、同国において「新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェクト」を開始しました。 

 国際協力機構（JICA）は、本プロジェクトが、期待される成果を発現しつつ順調に実

施されているかを包括的に検証するとともに、プロジェクト目標の達成を見据えた協力

期間後半の活動の方向性について提言を行うため、2010 年 8 月 31 日から 9 月 11 日

まで当機中華人民共和国事務所次長松本高次郎を団長とする中間レビュー調査を

実施しました。 

調査団は、中国側と合同中間評価チームを構成し、本プロジェクトの投入実績、活

動実績、計画達成度を、調査・確認し、課題・問題点を整理した上で、JICA 事業評価

ガイドラインに基づき、5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観

点から評価するとともに、今後の活動の方向性について関係者と協議し、提言を行い

ました。また、これら調査・評価結果について、合同評価協議議事録に取りまとめ、署

名交換を行いました。 

 本報告書が、本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、この技術協力が両国の

友好・親善の一層の発展に寄与することを期待します。 

 最後に、この調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心より感謝

申し上げます。 
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プロジェクト対象地域位置図 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ：新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェクト 

   モデル地区 

 

  ：草原における環境保全型節水灌漑モデル事業 

   モデル地区 
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昌吉市アクチ村
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木垒県 

クンルン山脈 
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写  真 
 

アクチ村のプロジェクト看板 アクチ村モデル農家に導入した牛 
よく育てられている。 

 アクチ村モデル農家の畜舎 
しっかりした作りになっている。 

アクチ村 干草 
飼料がきちんと作られている。 

アクチ村モデル農家のサイロ 
サイレージが作られている。 

チャプラ村モデル農家のサイロと飼料 
サイロは空。後ろは所有地から刈ってきた 

天然草（飼料作物ではない）  



 
 

チャプラ村モデル農家の畜舎 
粗末な作りで多くは入らない。 

 チャプラ村モデル農家に導入した牛 
痩せている。 

毒草が発生したチャプラ村の 
アルファルファ畑(黄色は毒草 根無しかづら)

プロジェクトで作成支援した 
カザフ語の研修教材 

協議議事録署名 合同調整委員会参加者 
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評価調査結果要約表 

1． 案件の概要 

国名： 中華人民共和国 案件名：新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェクト 

分野： 農業開発・農村開発 援助形態： 技術協力プロジェクト 

所轄部署： 中華人民共和国事務所 協力金額（評価時点）： 約 4 億 700 万円 

協力期間：  

2007 年 6 月 4 日から 5 年間 

先方関係機関： 新疆ウイグル自治区科学技術庁 

日本側協力機関：農林水産省 

他の関連協力： N/A 

1-1．協力の背景と概要 

中国・新疆ウイグル自治区では、伝統的に羊の遊牧が行われてきたが、家畜数の増加に伴って天然草地

の荒廃が進んでおり（過放牧）、天然草地全面積の80％以上が砂漠化の危機に瀕している。これに対し、自

治区政府は天然草地保護と牧畜民の生活の安定のための定住事業に取り組んでおり、この事業では定住地

を建設して耕作地を配分し、冬季に羊の畜舎飼育を行い、その他の季節は天然草地の使用可能量に合わせ

て計画的に放牧を行うという方法がとられている。しかし、天然草地と人工草地の賦存量を踏まえた合理的な

畜産計画が策定されておらず天然草地の保護と定住事業の実施が有機的に結びついていない、関連行政

の技術普及体制の不備により畜舎飼育の経験の乏しい牧畜民の家畜飼育技術や飼料栽培技術が不足して

おり、新たな営農スタイルに適応することができない牧畜民が再び遊牧に戻ってしまう、といった問題が発生

している。こうした背景から、中国政府は新疆ウイグル自治区において天然草地の回復を目的とし、天然草地

と人工草地の合理的な利活用に基づく牧畜民の定住事業に関する行政機関の能力、技術普及体制の強化

を図るためのプロジェクトを要請した。 

この要請を受け、JICAはモデル地区（昌吉市アクチ村および富蘊県チャプラ村）を設定したうえで、①天然

草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のための計画策定手法および技術の改

善、②天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のための技術普及体制強化

を図ることを目的に、新疆ウイグル自治区科学技術庁、畜牧庁、畜牧科学院等をカウンターパート（C/P）機関

として、「新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェクト」を2007年6月から5年間の予定で開始した。 

 

1-2．協力内容 

（１） スーパーゴール 

砂漠化等により生態環境の悪化が深刻な中国の乾燥・半乾燥地域において、持続可能な農牧業の実施を通

じて、農牧民の生計が向上し、生態環境が改善する。 

（２） 上位目標 

新疆ウイグル自治区において牧畜民の生計向上により定住化が進み天然草地の保護が図られる。 

（３） プロジェクト目標 

モデル地区における天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のためのモデ

ル的な取り組みを通じ、定住牧畜民に対する技術的支援体制が確立する。 

（４） 成果 

1． モデル地区における活動を通じ、天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事

業のための計画策定手法および技術が改善される。 

2． モデル地区において天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のための技

術普及体制が強化される。 
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（５） 投入1 

日本側：短期専門家： 8 名（現地 53.2 人月、国内作業 0.57 人月）、 本邦研修： 15 名 

機材供与： 63,531 US ドル・958,776 元、 ローカルコスト負担： 59,263,793 円 

相手国側：カウンターパートの配置：のべ 51 名、 ローカルコスト： 3,067 万元、事務所の提供 

2．評価調査団の概要 

調

査

者 

日本側調査メンバー： 

総括 

農牧畜業経営 

協力計画 

協力計画補助 

評価分析 

松本 高次郎 

坪田 邦夫 

足立 佳菜子 

唐 佳 

藤本 抄越理 

JICA 中国事務所 次長 

明治大学 客員教授 

JICA 中国事務所 所員 

JICA 中国事務所 所員 

合同会社適材適所 コンサルタント 

中国側調査メンバー： 

団長 

団員 

董 平 

武 堅 

新疆ウイグル自治区科学技術庁対外科学技術合作処処長 

新疆畜牧科学院科技管理与国際合作処処長 

調査期間： 2010 年 8 月 31 日～9 月 9 日 調査区分： 中間レビュー 

3．評価結果の概要 

3-1．実績の確認 

（１）成果の実績 

１）成果 1 

活動計画は、中国側によって計画作業班が編成され、郷・村幹部や牧畜民代表から村の開発戦略を聞き

とり、その意向にそった計画を策定しており、これらの作業及び研修実施を通じてボトムアップの計画づくりの

必要性、手順が理解されてきた。また、PDCA サイクルによるパイロットプロジェクトの運営管理手法が理解さ

れつつあり、モニタリング結果を踏まえた軌道修正、その手順等が理解され始めているなど、OJTやC/P対象

の研修実施により、計画策定手法および技術の改善が見られている。 

２）成果 2 

自治区レベルでは科技幹部研修センター、市・県レベルでは科技局が主体的に研修計画を策定してお

り、専門家が必要に応じて助言し、変更、修正したうえで計画に沿った研修を実施している。 

モデル村では、市や郷独自の取り組みとの相乗効果で、牧畜民の意識の変化、行動変容、牧畜業技術の

向上が見られ、研修の成果が見られるものの、普及する技術の内容や実施方式が明確になっておらず、技術

普及体制の強化は限定的である。パイロットプロジェクトの活動計画は、中国側によって計画作業班が編成さ

れ、郷・村幹部や牧畜民代表から村の開発戦略を聞きとり、その意向にそった計画が策定された。 

（２）プロジェクト目標の実績 

（プロジェクト活動への自治区 CP の参加数）  

プロジェクト活動に参加した自治区レベルの関係者は延べ約 160 名、プロジェクトの会議や運営に関わる

活動に参加した自治区レベルの関係者は延べ 300 名以上にのぼる。また、自治区レベル関係者は市・県レ

ベル関係者や牧畜民対象に研修を実施している。「7・5 事件」による日本人専門家の不在期間も、自治区科

技庁が関係庁から講師を招き、研修やパイロットプロジェクトのモニタリングを実施していた。 

                                                  
1 2010 年 8 月 31 日現在の実績 
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（活動・研修成果の事業への活用状況） 

プロジェクト活動や研修を通じて、牧畜民は飼料の栽培・施肥・調製、節水灌漑・管理、乳製品の販売に

よる収入向上、所有家畜頭数に応じた飼料栽培、農家家計記帳、家畜品種改良・飼育管理等の技術やノ

ウハウを取り入れている。行政関係者からは牧畜民のニーズに沿った実践的な研修を実施できるようになっ

た、PCM 手法をプロジェクトの管理に活用している等の意見が聞かれた。 

 

（牧畜民一人当たりの純収入の増加） 

牧畜民の農牧業収入は増加している。牧畜民の収入の安定・増加、収入源の多様化はプロジェクトの成

果として認識されている。 

 

(３) 実施プロセスの検証 

約 1 年間の日本人専門家の不在期間による活動の遅延を除いては、プロジェクト活動はおおむね計画

通りに進捗している。プロジェクトの意思決定については、合同調整委員会が全体方針決定機関としての

機能を果たしている。その他、プロジェクト運営会議や C/P 全体会議の開催など、関係機関との情報共有

の場が設定されており、プロジェクト内のコミュニケーション、プロジェクトと自治区、市・県、郷関係者との関

係も良好である。 

3－2. 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、優先度、必要性、アプローチの妥当性の面から高いと判断される。 

中国政府では草原の保護や砂漠化防止のために「全国生態環境建設計画」や「草原法」、「防砂治砂法」

が施行され、「第 11 次 5 ヵ年計画（2006 年～2010 年）」でも天然草地保護を通じた持続可能な畜産業の発

展を目指す方針が示されている。また、新疆ウイグル自治区でも「牧畜民定住計画」や自治区の「第 12 次 5

カ年計画（2011 年～2015 年）」などにおいて天然草地保護と定住政策を優先的に進めるとされている。一

方、日本の「対中国事業展開計画」では、重点分野の 1 つに「環境問題など地球規模の問題に対処するた

めの協力」が挙げられており、乾燥地における生態環境の保全もその中に位置づけられている。 

また、天然草地の保護、定住後の牧畜民の生計向上を含んだ生活レベルの向上に対する支援、牧畜業

への技術支援に対するニーズは高い。 

また、本プロジェクトでは、モデル地区での活動を通じて、草地保護と牧畜民の生計向上が両立しうる定住

事業が可能であることを示し、その成果を普及していくという段階的アプローチをとっている。遊牧民は定住

生活の経験がないことや、現地の体制を考慮すると、このアプローチは妥当であると言える。 

 

 (2) 有効性 

プロジェクトの成果はプロジェクト目標の達成に貢献しており、プロジェクトは概ねプロジェクト目標達成の方

向に進んでいる。プロジェクト後半では、モデル村での目に見える成果の展示と日中双方による「技術支援体

制の確立」に向けた更なる取り組みによって、プロジェクト目標の達成が可能になると考えられる。 

 

(3) 効率性 

投入のタイミング・量・質：日中双方の投入は、約 1 年間の日本人専門家の派遣取りやめを除けば、概ね計画

通りである。日本人専門家の約 1 年間の派遣取りやめは、活動や資機材投入等に一部支障や遅れを生じた

が、日本人専門家不在中も中国側C/Pが研修、パイロットプロジェクトのモニタリングを実施しており、プロジェ
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クトへの影響を最小限にとどめた。 

成果の達成度：モデル村 2 村で成果の達成度が異なる。アクチ村は、活動の成果の着実な成果が見られて

いる。一方で、チャプラ村は、活動計画策定は行われたものの、パイロットプロジェクトでまだ明確な成果があ

がっていないため、成果 1 の達成度は高くない。成果 2 の「技術普及体制の強化」については、研修によって

牧畜民が学んだ技術を取り入れたり、行政関係者が実務で活用するなど、研修の成果は見られているもの

の、技術普及員による技術指導が必ずしも十分とは言えない。 

(4) インパクト 

プロジェクト期間の中途であり、現時点でプロジェクト終了後 3 年後の上位目標の達成見込みを予測するこ

とは困難であるが、プロジェクト終了後に、中国側の取り組みで上位目標が達成される方向に向かっている。

既述の通り、自治区では、今後も天然草地保護と牧畜民の定住事業を政策的に推進していくことも確認され

ている。 

(5) 自立発展性 

本プロジェクトを通して得られる成果の自立発展性の見通しは、中国側制度的側面と財政的支援が期待さ

れることから総じて高いと言える。 

制度的側面は、3-2（1）で述べた通り天然草地保護と定住政策は継続、強化される見込みである。また、中

国政府及び新疆ウイグル自治区政府による牧民定住事業や関連する事業への投入が確約されており、天然

草地保護及び牧畜民定住事業を進めていく財政的支援の継続も見込まれる。組織的側面からは、畜牧科学

院は定住事業を支援する役割を担っていること、また科技庁傘下の科技幹部研修センターは自治区内を管

轄する研修を企画立案実施していることから、今後も活動の継続が見込まれる。また、郷・村レベルでの技術

普及員の支援、牧畜民への技術指導を強化することで、郷・村レベルでの組織的側面の自立発展性が期待

できる。プロジェクトの成果を継続していくためには、科技庁と畜牧庁の更なる支援と連携が求められる。技術

的側面については、自治区レベルの科技庁と畜牧科学院、市・県レベル科技局にはマネジメント能力が強化

されつつある。また、本プロジェクトの技術は汎用性、発展性に富んだものであり、技術普及員や牧畜民によ

って更なる技術的発展が期待される。 

3．PDM 改定 

記載内容の明確化及び計測可能な指標を設定するという観点から、PDM を変更した。 

4. 提言 

（１）チャプラ村パイロットプロジェクトへの注力：アクチ村におけるパイロットプロジェクトは成果を上げており、

今後これをさらに定着、発展させる活動を続行することが重要である。一方、チャプラ村におけるパイロットプ

ロジェクトの進捗は不十分であるが、アクセス条件度がよくないチャプラ村でのパイロットプロジェクトの成否

は、新疆にプロジェクト成果が普及するために重要であるため、チャプラ村におけるパイロットプロジェクトが満

足な成果を収めるよう、郷・村の技術普及員の指導・育成強化を通じた牧畜民の指導強化や展示効果増大

のための方策を実施する必要がある。 

 

（２）新規技術：現在プロジェクトで導入している技術は、現地に適した基礎的な生産・経営技術が中心である

が、日本における進んだ技術やノウハウを一部加味することが可能であれば、プロジェクトの認知や推進要素

として一定の意味を持つと考えられる。そのような技術を見つけ出し、導入することも検討すべきである。 



 
 

viii

（３）技術支援体制：プロジェクトの関係機関は、包括的な協力体制にある一方、末端の現場では具体的な指

示系統が間接的になっている面も否めない。プロジェクト終了後も自治区科技庁と畜牧庁の強い連携が存続

し、プロジェクトの成果を普及していく体制が保たれることを期待する。 

 

（４）プロジェクト期間：7・5 事件による一年間の日本側専門家の不在がプロジェクトの進捗に遅延をもたらした

ことは否定できない。仮に、プロジェクト期間中にプロジェクト目標達成が困難と思われる場合には、日中の関

係者協議の上、早い段階で追加的予算措置も含めプロジェクト期間の必要最小限の延長も検討すべきであ

る。ただし、延長の可否検討に際しては、延長によるプロジェクト活動が十分成果を発揮することが期待される

ことを確認する必要がある。 

 



第１章 中間レビューの概要 

 

1.1 プロジェクトの概要 

中国・新疆ウイグル自治区では、伝統的に羊の遊牧が行われてきたが、家畜数の増加に伴って

天然草地の荒廃が進んでおり（過放牧）、天然草地全面積の80％以上が砂漠化の危機に瀕して

いる。これに対し、自治区政府は天然草地保護と牧畜民の生活の安定のための定住事業に取り組

んでおり、この事業では定住地を建設して耕作地を配分し、冬季に羊の畜舎飼育を行い、その他

の季節は天然草地の使用可能量に合わせて計画的に放牧を行うという方法がとられている。しか

し、天然草地と人工草地の賦存量を踏まえた合理的な畜産計画が策定されておらず天然草地の

保護と定住事業の実施が有機的に結びついていない、関連行政の技術普及体制の不備により畜

舎飼育の経験の乏しい牧畜民の家畜飼育技術や飼料栽培技術が不足しており、新たな営農スタ

イルに適応することができない牧畜民が再び遊牧に戻ってしまう、といった問題が発生している。 

こうした背景から、中国政府は新疆ウイグル自治区において天然草地の回復を目的とし、天然

草地と人工草地の合理的な利活用に基づく牧畜民の定住事業に関する行政機関の能力、技術普

及体制の強化を図るためのプロジェクトを要請した。 

この要請を受け、JICAはモデル地区（昌吉市アクチ村および富蘊県チャプラ村）を設定したうえ

で、①天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のための計画策定

手法および技術の改善、②天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事

業のための技術普及体制強化を図ることを目的に、新疆ウイグル自治区科学技術庁（以下、自治

区科技庁という）、畜牧庁、畜牧科学院等をカウンターパート（C/P）機関として、「新疆天然草地生

態保護と牧畜民定住プロジェクト」を2007年6月から5年間の予定で開始した。 

 

＜プロジェクト概要＞ 

上位目標 

新疆ウイグル自治区において牧畜民の生計向上により定住化が進み、天然草地の保護が図られる。  

プロジェクト目標 

モデル地区における天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のための

モデル的な取り組みを通じ、定住牧畜民に対する技術的支援体制が確立する。  

成果 

(1) モデル地区における活動を通じ、天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定

住事業のための計画策定手法および技術が改善される。  

(2) モデル地区において天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定住事業のた

めの技術普及体制が強化される。 

プロジェクト期間：2007年6月4日から５年間 

管理機関：新疆ウイグル自治区科技庁    

実施機関：畜牧科学院新疆草地生態保護利用工程センター 

協力機関：畜牧庁、農業庁、水利庁、畜牧科学院、農業科学院、新疆農業大学、新疆農業職業技術

学院、新疆科学技術幹部研修センター 

モデル地区：昌吉（チャンジー）市アクチ村、富蘊（フーユン）県チャプラ村 
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1.2 中間レビュー調査の目的 

(1) 「新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェクト」について、JICA事業評価ガイドラインに

基づく「評価5項目」による評価を行い、プロジェクトの計画の進捗状況、目標の達成見込み等

を総合的に検証する。 

(2) 上記(1)の結果を受け、PDMを含むプロジェクト計画見直しの必要性、プロジェクト後半の懸案

事項の対応方法等ついて、中国側関係者と協議を行い、必要に応じてPDMを改定する。 

(3) 上記（1）（2）の結果を「合同評価報告書」にとりまとめ、日中の関係者間で共有する。 

 

 

1.3 合同評価調査団の構成 

 

1.3.1 日本側メンバー 

総括 国際協力機構 中国事務所 次長 松本 高次郎 

農牧畜業経営 明治大学 客員教授 坪田 邦夫 

協力企画 国際協力機構 中国事務所 所員 足立 佳菜子 

協力企画補佐 国際協力機構 中国事務所 所員 唐 佳 

評価分析 合同会社適材適所 藤本 抄越理 

通訳 北京大来創傑諮詢有限公司 黄 暁虹 

 

1.3.2 中国側メンバー 

団長 新疆ウイグル自治区科学技術庁国際科技合作処処長 董 平

団員 新疆畜牧科学院科技管理与国際合作処処長 武 堅
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1.4 調査日程 

 

    

松本（総括）、 

足立（協力企画） 

唐佳（協力企画補助）

坪田 

 (農牧畜業

経営) 

藤本（評価分析）、 

黄（通訳） 
宿泊 

1 8/31 火     成田→北京、JICA 事務所打合せ 北京 

2 9/1 水 
  

  
  

北京→ウルムチ 

専門家との打合せ 

新疆科技庁表敬、評価方針説明、ヒアリ

ング 

畜牧科学院表敬・ヒアリング 

ウルムチ

3 9/2 木 
  成田→北京 ウルムチ⇒昌吉市（車） 

アクチ村視察、村幹部・農民ヒアリング 

昌吉市⇒ウルムチ（車） 

〃 
JICA 事務所打合せ 

4 9/3 金 
  北京→ウルムチ 資料整理 

〃 
  専門家との打合せ、畜牧科学院表敬、自治区レベル CP との意見交換 

5 9/4 土 
  ウルムチ⇒富蘊県（車） 

富蘊県 CP との意見交換会 
富蘊県

6 9/5 日   チャプラ村視察、村幹部・農民ヒアリング 〃 

7 9/6 月 
  富蘊県 CP との意見交換会 

富蘊県⇒ウルムチ（車） 
ウルムチ

8 9/7 火 
  自治区レベル CP との意見交換 

評価報告書案、M/M 案作成、翻訳 
〃 

9 9/8 水   評価報告書案協議 〃 

10 9/9 木 
  合同評価報告書、M/M 最終版（日･中）作成 

合同調整委員会開催（M/M 署名）、調査団答礼宴 
〃 

11 9/10 金   ウルムチ→北京 北京 

12 9/11 土   北京→成田     
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第2 章 中間レビューの方法  

 

2.1 評価調査の流れ 

今回の評価は、JICA事業評価ガイドライン改訂版「プロジェクト評価の実践的手法」（2004年3

月）に準拠して行った。評価に先立ち、プロジェクト関係文書（事前評価調査報告書、専門家作成

の各種報告書等）に基づき、評価のデザインとして評価グリッド（付属資料3を参照）を作成した。日

本側、中国側双方による合同評価調査団は、PDM （付属資料１．の別添１）、活動計画（付属資料

１．の別添2）、過去のプロジェクト記録等の資料調査、プロジェクト関係者への事前質問票調査及

びインタビュー調査、また現地視察を行い、情報を収集した。これらの結果をもとに、合同評価報

告書案を作成し、合同評価委員会における協議を経て、報告書を完成させた。 

 

2.2 調査項目 

2.2.1 プロジェクトの実績の確認 

R/D、及びPDMの計画に沿ってプロジェクトの投入、アウトプット、プロジェクト目標が達成された

度合いを検証する。 

 

2.2.2 実施プロセスの検証 

プロジェクトの実施過程全般を見る視点であり、活動が計画通り行われているか、またプロジェクト

のモニタリングやプロジェクト内のコミュニケーションが円滑に行われているかを検証する。 

 

2.2.3 評価項目ごとの分析 

(1)妥当性 

プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）が、評価を実施する時点におい

て妥当か（受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国と日本

側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当かなど）を分析する。 

 

(2)有効性 

プロジェクト目標の達成可能性やプロジェクト目標達成を阻害・貢献する要因を分析する。 

 

(3)効率性 

主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか（あるいは、さ

れるか）を分析する。 

 

(4)インパクト 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効果を分析する。予期して

いなかった正・負の効果・影響を含む。 
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(5)自立発展性 

協力が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは持続の見込みはある

か）を分析する。 

 

2.3 情報収集・入手方法 

現地調査に先立ち、専門家チームにプロジェクトの実績に関する情報提供を依頼した。さらに、

主としてプロジェクトの実施プロセス・評価5項目に関する質問票を作成し、事前に配布した。現地

においては、実施プロセスの確認と評価5項目に関する補足情報を収集するために、専門家およ

びC/Pに対するインタビューを行った（インタビューは基本的にグループ･インタビュー）。また、現

地視察の際に一部のモデル農家へのインタビューも行った。 
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第3 章 プロジェクトの実績 

 

3.1 投入実績 

 

3.1.1 中国側の投入 

（１）カウンターパート（C/P)の配置状況 

プロジェクトディレクターとして、新疆ウイグル自治区科技庁の書記、プロジェクトマネージャーと

して、自治区科技庁対外科学技術合作処の処長が配置されている。その他、新疆ウイグル自治区

レベルにおいては、プロジェクト管理機関である自治区科技庁、実施機関である畜牧科学院、その

他関係庁からC/Pが配置されており、合計23名のC/Pがプロジェクト活動に携わっている。また、モ

デル地区である昌吉市・富蘊県レベルにおいては、パイロットプロジェクトの管理機関である市・県

レベル科学技術局（以下、科技局という）をはじめとして、各分野の関係機関から、合計20名のC/P

が配置されている（付属資料１．合同評価協議議事録資料A-1参照）。 

 

（２）施設・機材の提供状況、プロジェクト予算の支出状況 

自治区、昌吉市、富蘊県においてプロジェクト弁公室としての施設が提供されている。プロジェク

トのローカルコストとして自治区科技庁から資金投入150万元がされており、主に中国側C/Pの活

動経費、科技幹部研修センターが実施した自治区・モデル地区技術者向けの研修経費に充てら

れ、また市・県レベルは主にモデル地区インフラ整備に投入した。この他にプロジェクトのより円滑

な活動を進めるため、C/Pが技術研究開発を行い、プロジェクト活動に合わせて荒漠・半荒漠地区

無灌漑人工草地の造成と管理モデル技術や栽培地区種子品種改良プロジェクトを実施し、それ

ぞれの事業に72万元、55万元を投入した。また、中国側独自の予算を利用してインフラ整備を行

った（付属資料１．合同評価協議議事録資料A-2参照。ただし、資料A-2と本文では予算の区分が

異なる）。 

 

3.1.2 日本側の投入 

（１）日本人専門家の派遣 

短期専門家が6分野（総括/草地管理、家畜飼養、栽培/飼料生産、研修計画/普及体制整備、

水利用計画/水管理、農家経営/市場調査）に亘って配置されている。派遣期間や派遣人数等に

ついては、付属資料１．合同評価協議議事録資料A-3の通り。受託者の組織改編に伴い、1年次

に合計1.43人/月の派遣期間短縮、2年次に家畜飼養分野および農家経営/市場調査分野で要

員計画の変更があった。3年次には、7月に発生した暴動事件（以下、「7・5事件」という）により、専

門家の派遣が約1年間とりやめとなった。 

 

（２）C/Pの本邦研修 

プロジェクトが開始された2007年度から毎年JICA帯広国際センターにて畜産振興計画分野の

本邦研修が実施され、3年間で15名のC/Pが参加している（付属資料１．合同評価協議議事録資
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料A-4参照）。 

 

（３）機材供与、プロジェクト予算の支出状況 

プロジェクト事務所運営に必要な機材が自治区及び市・県のプロジェクト弁公室に供与されたほ

か、パイロットプロジェクト実施に必要な機材がモデル地区（昌吉市・富蘊県）に供与された（付属

資料１．合同評価協議議事録資料A-5参照）。また、プロジェクト経費として59,263,793円が支出さ

れた。 

内訳は付属資料１．合同評価協議議事録資料A-6の通り。中国側からは、日本側の投入総額に

ついて、機材、現地活動経費、日本人専門家の派遣費用、訪日研修の経費等の配分状況を明確

化して欲しいとの要望があった。 

 

3.2 成果の実績 

(1)成果１「モデル地区における活動を通じ、天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持

続可能な定住事業のための計画策定手法および技術が改善される。」 

活動計画は、中国側によって計画作業班が編成され、郷・村幹部や牧畜民代表から村の開発

戦略を聞きとり、その意向にそった計画を策定しており、これらの作業及び研修実施を通じてボトム

アップの計画づくりの必要性、手順が理解されてきた。また、PDCAサイクルによるパイロットプロジ

ェクトの運営管理手法が理解されつつあり、モニタリング結果を踏まえた軌道修正、その手順等が

理解され始めているなど、OJTやC/P対象の研修実施により、計画策定手法および技術の改善が

見られている。 

 

(2)成果2「モデル地区において天然草地の保護と牧畜民の生計向上が両立しうる持続可能な定

住事業のための技術普及体制が強化される。」 

自治区レベルでは科技幹部研修センター、市・県レベルでは科技局が主体的に研修計画を策

定しており、専門家が必要に応じて助言し、変更、修正したうえで計画に沿った研修を実施してい

る。研修実績については付属資料１．合同評価協議議事録資料B-2の通り。 

モデル村では、市や郷独自の取り組みとの相乗効果で、牧畜民の意識の変化、行動変容、牧畜

業技術の向上が見られ、研修の成果はある程度見られるものの、普及する技術の内容や実施方

式が明確になっておらず、技術普及体制の強化は限定的である。 

 

3.3 プロジェクト目標の実績 

 

【指標1】プロジェクト期間中に活動に参加した自治区レベル関係者の数 

 

計画策定のための調査、牧畜民からのヒアリング、パイロットプロジェクトの実施やモニタリングなど、

プロジェクト活動において、日本人専門家と自治区レベルの関係者が協働で実施している。プロジ

ェクト期間中に活動に参加した自治区レベルの関係者は延べ約160名、プロジェクトの会議や運営
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に関わる活動に参加した自治区レベルの関係者は延べ300名以上にのぼる。（OJTによる技術移

転の実績については、付属資料１．合同評価協議議事録資料B-3）。 

また、付属資料１．合同評価協議議事録資料B-2の研修実績にある通り、自治区レベル関係者

は日本人専門家からの研修を受講する一方で、市・県レベル関係者や牧畜民対象に研修を実施

している。「7・5事件」による日本人専門家の不在期間も、自治区科技庁が関係庁から講師を招き、

研修やパイロットプロジェクトのモニタリングを実施していた。 

 

【指標2】活動・研修成果の事業への活用状況 

 

モデル村でのヒアリングによると、プロジェクト活動や研修を通じて、牧畜民が取り入れている主な

技術やノウハウとして、①飼料の調製技術、②節水灌漑技術、③冬場は畜舎飼育することによる草

地保護、④乳製品の販売による収入向上、⑤所有家畜頭数に応じた飼料栽培技術、⑥農家家計

記帳方法、等が挙げられ、研修の成果が牧畜民の行動変容に現れている。さらに、中国側関係者

のヒアリングによると、牧畜民に取り入れられている活動及び研修成果として、①飼料の栽培・施肥

技術、②灌漑用水の管理技術、③家畜品種改良及び飼育管理技術、等が挙げられた。乳製品の

販売については、取り入れた技術として挙げられる一方で、加工技術や市場開拓面で課題が残さ

れている。また、行政関係者対象の研修では、①理論のみではなく牧畜民のニーズに沿った実践

的な研修を実施するようになった、②PCM手法を学び、プロジェクトの管理に活用している等の意

見が聞かれた。 

 

【指標3】モデル地区牧畜民一人当たりの純収入が増加する 

 

付属資料１．合同評価協議議事録別添表1の通り、農牧業、特に農業による増収が明らかである。

中国独自で定住牧畜民への支援が実施されていることや、中国全体の収入の増加などの影響も

あり、プロジェクトの効果のみによる収入額を判断することは難しいが、関係者へのヒアリングによる

と、牧畜民の収入の安定・増加、収入源の多様化はプロジェクトの成果として認識されている。 

 

【指標4】モデル地区天然草地の面積あたり草量が増加する 

   

天然草地の面積あたり草量は、気候によって影響を受けること、また限られた地域の面積あたり

草量の増減をもって広大な草地全体の自然の回復力を計測することは根拠が不十分であることか

ら、指標の変更が提案されている（指標に関しては付属資料１．合同評価協議議事録別添4参

照）。 

 

3.4 実施プロセス 

約1年間の日本人専門家の不在期間による活動の遅延を除いては、プロジェクト活動はおおむ

ね計画通りに進捗している。また、プロジェクトの意思決定については、合同調整委員会が全体方
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針決定機関としての機能を果たしている。その他、プロジェクト運営会議やC/P全体会議の開催な

ど、関係機関との情報共有の場が設定されており、プロジェクト内のコミュニケーション、プロジェク

トと自治区、市・県、郷関係者との関係も良好である（会議の実績については、資料Dの通り）。 

 

3.5 特記事項 

本プロジェクトは、定住事業という特性により、セクター横断的な取り組みが必要であることから、

関係者が多岐に亘っている（図1の通り）。自治区レベルにおいてはプロジェクト管理機関である自

治区科技庁、実施機関である畜牧科学院、市・県レベルにおいては各機関をとりまとめ、プロジェ

クトの窓口となっている科技局を中心に活動を展開している。また、畜牧科学院は、「プロジェクト実

施機関」としてプロジェクト活動に主体的に取り組んでいる。プロジェクト弁公室が畜牧科学院の畜

牧研究所内に設置されていることからも、日常的に情報共有が行われている。 

他方、今回のプロジェクトに関与する関係諸機関は、包括的な協力体制にある一方、本プロジェ

クトに関する指示系統や責任分担が不明確になっている面も否めない。特に、モデル事業を左右

する現場での技術普及は郷や村の技術普及員が担っているが、彼らとプロジェクトの管理機関及

び実施機関の関係は、必ずしも直接的となっていない。 
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第4 章 ５項目による評価 

 

4.1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、以下の理由から高いと判断される。 

 

（１）優先度 

中国政府の開発政策として、退化した草原の保護や砂漠化防止への取り組みとして「全国生態

環境建設計画」や「草原法」、「防砂治砂法」が施行されているほか、第11次5ヵ年計画（2006年～

2010年）では「天然草地保護、飼料基地整備、飼育方式改善等を通じた持続可能な畜産業・酪農

業の発展」を目指す方針が明確化されている。また、新疆ウイグル自治区でも「牧畜工作会議」で

「草地保護、牧畜業の強化、牧畜民の定住」の推進が確認されているほか、畜牧庁の牧畜民定住

計画（2009年3月発表）では、牧畜民の定住に必要な飼料生産基地の整備や生活に必要な基本

的インフラ整備を中心に取り組むと確認されている。さらに、自治区の第12次5カ年計画（2011年～

2015年）でも、天然草地保護と定住政策を引き続き優先的に進めるとされている。 

また、日本の「対中国事業展開計画」では、重点分野の1つに「環境問題など地球規模の問題に

対処するための協力」が挙げられており、乾燥地における生態環境の保全もその中に位置づけら

れている。 

 

（２）必要性 

自治区レベル、市・県レベルの関係機関、牧畜民へのヒアリングからも、天然草地の保護、定住

後の牧畜民の生計向上を含んだ生活レベルの向上に対する支援、牧畜業への技術支援に対す

るニーズは高い。 

 

（３）アプローチの妥当性 

本プロジェクトでは、モデル地区での活動を通じて、草地保護と牧畜民の生計向上が両立しうる

定住事業が可能であることを示し、その成果を普及していくという段階的アプローチをとっている。

遊牧民は定住生活の経験がないことや、現地の体制を考慮すると、このアプローチは妥当であると

言える。 

 

4.2 有効性 

 

（１） プロジェクト目標の達成度 

本プロジェクトは概ねプロジェクト目標達成の方向に進んでおり、「牧畜民の生計向上」に対する

取り組みでは一定の成果が見られている。天然草地の保護についても、間接的ながら一定の成果

が出ているものと考えられる。自治区レベル、市・県レベルのC/Pの意識や能力も強化され始めて

いる。 

ただ、モデル地区での活動の一部に遅れが見られるほか、自治区科技庁からは「普及できるよう
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な総合的な技術支援体制の確立が必要」との意見も聞かれており、プロジェクト後半では、モデル

村での目に見える成果の展示と日中双方による「技術支援体制の確立」に向けた更なる取り組み

によって、プロジェクト目標の達成が可能になると考えられる。 

プロジェクト目標達成のためには、「技術的支援体制」の定義や実施体制を明確化し、日中双方

での共通認識を踏まえて、「技術的支援体制」の確立のために必要な現実的な方策を検討し、実

施することが必要不可欠である。 

 

（2）成果の貢献度 

モデル村の発展戦略や牧畜民のニーズに沿った活動計画の策定、実施、モニタリング、モニタ

リング結果を踏まえた改善というプロジェクトマネジメントの考え方がC/Pに定着しつつあり、また

C/Pと専門技術者・牧畜民に対する研修を実施することによって、関係者の意識向上、技術レベル

の改善が見られており、成果はプロジェクト目標の達成に貢献している。 

 

4.3 効率性 

 

(1)投入のタイミング・量・質 

日中双方の投入は、約1年間の日本人専門家の派遣取りやめを除けば、概ね計画通りである。

日本人専門家の約1年間の派遣取りやめは、営農計画の徹底、的確なモニタリング、資機材投入

等に一部支障や遅れを生じたが、日本人専門家不在中も中国側C/Pが研修、パイロットプロジェク

トのモニタリングを実施しており、プロジェクトへの影響を最小限にとどめた。 

一方、中国側から、遅れを取り戻し着実な成果をあげて本プロジェクトのインパクトを高めるため

に日本側の投入の増加と日本人専門家の派遣時期の改善への強い要望が寄せられた。 

 

(2)成果の達成度 

モデル村2村で成果の達成度が異なる。昌吉市アクチ村は、自治区C/P、日本人専門家及び市

プロジェクト弁公室のリーダーシップのもと、活動の成果の着実な成果が見られている。 

一方で、富蘊県チャプラ村は、ウルムチから遠く、自治区レベルのC/Pも日本人専門家も現場での

技術指導の機会が限られていること、市場条件に恵まれないことなどの影響で、成果の達成度が

限定的である。活動計画策定は行われたものの、パイロットプロジェクトでまだ明確な成果があがっ

ていないため、成果1の達成度は高くない。成果2の「技術普及体制の強化」については、研修によ

って牧畜民が学んだ技術を取り入れたり、行政関係者が実務で活用するなど、研修の成果は見ら

れているものの、技術普及員による技術指導が必ずしも十分とは言えず、成果2の達成度も不十分

である。 

 

4.4 インパクト 

 

(1) 上位目標レベルのインパクト 
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プロジェクト期間の中途であり、現時点でプロジェクト終了後3年後の上位目標の達成見込みを

予測することは困難であるが、プロジェクト終了後に、中国側の取り組みで上位目標が達成される

方向に向かっている。既述の通り、自治区では、今後も天然草地保護と牧畜民の定住事業を政策

的に推進していくことも確認されている。 

 

4.5 自立発展性 

 

  本プロジェクトを通して得られる成果の自立発展性の見通しは中国側制度的側面と財政的支援

が期待されることから総じて高いと言える。 

 

(1) 制度的側面 

4.1（1）で述べたように天然草地保護と定住政策は継続、強化される見込みである。 

 

(2) 組織的側面 

畜牧科学院は、プロジェクト終了後も天然草地保護や定住事業を支援する役割、能力を持って

いる。また、関係行政官の研修については、自治区科技庁傘下の科技幹部研修センターが本来

の業務として自治区内を管轄する研修を企画立案実施しており、継続性がある。プロジェクトの残り

の期間で、郷・村レベルでの技術普及員の支援、牧畜民への技術指導を強化することで郷・村レ

ベルでの組織的側面の自立発展性が期待できる。天然草地保護と牧畜民の生計向上に向けたプ

ロジェクト成果を今後継続していくためには、自治区科技庁と畜牧庁の更なる支援と連携が求めら

れる。 

 

(3) 財政的側面 

中国政府の内需拡大策による資金の投入があるほか、2011年から10カ年の牧民定住事業(3億

元)、それに関連する自治区内の水利施設整備事業(33億元)も計画されており、さらには中央政府

が新疆に対し今後5年間で数千億元の投資を行う事が確約されており、天然草地保護及び牧畜民

定住事業を進めていく予算はあるものと考えられる。 

 

(4) 技術的側面 

自治区レベルの科技庁と畜牧科学院、市・県レベル科技局にはPDCAによるプロジェクトマネジ

メント能力が強化されつつある。本プロジェクトで指導した技術は汎用性、発展性に富んだもので

あり、技術普及員や牧畜民によって更なる技術的発展が期待される。 
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第5 章 PDM改定 

 

本調査においては、記載内容の明確化及び計測可能な指標を設定するという観点から、PDM

を変更した。変更内容及び理由は付属資料１．合同評価協議議事録の別添４の通り。 

 

 

第6 章 提言及び所感 

 

6.1 提言 

（１）チャプラ村パイロットプロジェクトへの注力 

 アクチ村におけるパイロットプロジェクトは現段階でも一定の成果を上げており、今後これをさらに

定着、発展させる活動を続行することが重要である。一方、今回の現場視察を通じ、チャプラ村に

おけるパイロットプロジェクトの進捗は不十分であると見受けられた。チャプラ村は、新疆の主要牧

区に位置し、情報・市場へのアクセスが限られており、ここでのパイロットプロジェクトの成否は、広

大な北新疆地域の中に本プロジェクトの成果が広く普及するために特に重要である。ついては、追

加投入やプロジェクト内での資源配分の変更を含め、チャプラ村におけるパイロットプロジェクトが

満足な成果を収めるような方策を考え早急に実施する必要がある。一つは、牧畜民への指導の強

化で、日本側、中国側を問わず、より丁寧に技術指導等を行う必要がある。特に、同村は遠隔地に

あるため、ウルムチからの頻繁な往来が困難であること、また、プロジェクト終了後の持続性も考え

ると、郷・村の技術普及員の指導・育成強化が大きな鍵を握ると考えられる。もう一点は、展示効果

を増し、村内での認知力を高めるためにも、モデル農家としての義務を果たすことを条件に、乳肉

兼用牛導入戸を増やすことも考えられる。ただし、この際には技術指導の重要性が更に高まるため、

関係各所の十分な協力を得る必要があることに留意せねばならない。 

 

（２）新規技術 

現在モデル地区において導入されている技術は、牧畜民の定住歴が浅いこともあり、まだ現地

に適した基礎的な生産・経営技術が中心である。安定した発展を続けていくためには、まずこのよ

うな実用的技術の習得・拡大が最も重要であることは間違いない。ただ、本プロジェクトが日本との

共同事業であることを考えると、日本などにおける進んだ技術やノウハウが一部加味されることが可

能であれば、プロジェクトの認知や推進要素として一定の意味を持つと考えられる。残された期間

は短期間であるが、そのような技術を見つけ出し、導入することも検討すべきである。 

 

（３）技術支援体制 

  今回のプロジェクトにおける関係機関は、包括的な協力体制にある一方、末端の現場において

は具体的な指示系統が間接的になっている面も否めない。プロジェクト実施中は関係機関が連携

して活動しているが、プロジェクト終了後も自治区科技庁と畜牧庁の強い連携が存続し、プロジェク

トの成果を普及していく体制が保たれることを期待する。 
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（４）プロジェクト期間 

  7・5事件による一年間の日本側専門家の不在は、日中双方の努力により影響を最小限にする

努力がなされたが、プロジェクトの進捗に遅延をもたらしたことは否定できない。今後約1年半のプ

ロジェクト期間で日中双方の努力によりこれを取り戻すことを期待したいが、仮に、プロジェクト期間

中にプロジェクト目標達成が困難と思われる場合には、日中の関係者協議の上、早い段階で追加

的予算措置も含めプロジェクト期間の必要最小限の延長も検討すべきである。ただし、延長の可否

検討に際しては、延長によるプロジェクト活動が十分成果を発揮することが期待されることを確認す

る必要がある。 

 

 

6.２ 調査団所感 

 

【坪田団員所感】 

本事業はいくつかの困難なハンディを抱えての事業となっている。新疆の治安悪化による専門

家派遣の 1 年の中断、大きな期待に比べて少ない投入規模、関係機関の多さと複雑な権限・指揮

系統、日本の蓄積が少ない分野での技術協力、援助対象の社会的・文化的複雑さ、アクセス条件

の悪いモデル地区などである。 

ウルムチから遠く離れたモデル地区の富蘊県チャプラ村での実証事業は、重点モデル農家でも

目に見える成果はまだ上がっておらず、関係機関による現地指導もアクチ村に比べて希薄である

と感じられた。また、日本側投入が期待より少ないとの不満が提起された。 

しかし、その一方で、比較的条件に恵まれている昌吉市アクチ村では、定住牧畜民及び地元関

係者の意識、営農技術、飼料作物栽培、農業収入など事業目標に直結するほとんどの事項につ

いて、期待を上回る成果が上がり始めていた。研修についても、日本人専門家派遣の中断中も中

国側が「科技の冬」などで独自の研修を続けるなどの努力がはらわれていた。また、JICA 専門家の

努力もあって、中国側実行機関関係者との間には良い連携が保たれ、本事業の性格や手法につ

いて理解が進み始めていた。 

もともと難しい課題を抱えるところで、専門家派遣の 1 年間の中断によるプロジェクトの遅れが否

定できないことから、残された1年半で初期の目標を達成することは容易ではないとみられる。今後、

中断による遅れ、時間のかかる社会的事業であること、相手側の大きな期待等を考慮し、①関係者

が提言に盛り込まれた諸項目を着実かつ速やかに実行すること、②早い機会に適切な期間延長

を検討することが必要であると考えられる。 

 

（１）プロジェクト実行体制と人的要素 

本事業の中国側の実施体制をみると、自治区レベルではプロジェクト管理機関は新疆ウイグル

自治区科技庁、実施機関は畜牧庁傘下の研究機関である畜牧科学院で、これに農業庁、水利庁、

農業大学等が加わる形になっている。しかし、畜牧科学院とモデル地区のある昌吉市、富蘊県の
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関係部局との間には組織上直接的な上下関係はなく、指導や研修が主な手段となっている。市・

県と郷やモデル地区(村)との関係でも同様で、市・県の科技局が窓口であるものの、郷や村での活

動は、畜牧局・農業局・水利局の協力を得てそれら機関の傘下の各種ステーションを通じ間接的

に指導が行われる仕組みになっている。つまり、上部実施機関とパイロット村の現場で農家の指導

やモニターを行う担当者とは、組織や権限、あるいは予算面で直線的なつながりはなく、パイロット

事業実施に関する明確な指示の伝達あるいは逆の情報フィードバックが働きにくい構造になって

いる。 

このような間接的な構造の中で、モデル地区のアクチ村の実証事業が成果を上げつつあるのは、

日本人専門家リーダーや専門家たちが精力的に中国内の縦横の組織をつないできたことと、アク

チ村が属するミャルゴウ郷から昌吉市科技局へ出向している職員と村におけるカザフ族のカウンタ

ーパートの力量・努力に負うところが大きいと思われる。チャプラ村では、富蘊県の科技局担当者よ

り下部にこうした役割を積極的に果たす人材が見当たらず、それが事業進捗やモニタリングを不十

分にする主原因となっていると考えられる。 

残された事業期間の活動や事業終了後の持続性、他地域への普及を考えると、込み入った組

織間の関係を整理し普及活動に応用できるモデルを示すとともに、チャプラ村に関しては郷や村

レベルで意欲と能力のある人材を探し出し、指導と投入を集中する必要があろう。 

 

（２）パイロット事業と日の丸技術 

定着遊牧民の経験が浅いことや現地に適した技術の必要性から、現在まで２つのモデル村に導

入された技術のほとんどは、すでに中国にある基礎的な家畜飼養、飼料栽培加工技術である。現

場で専門家が直接堆肥やサイレージの作り方を教える、家畜頭数を基に TDN 換算の飼料要求量

を求めそれを飼料給仕計画や飼料作に反映させる、塩害を防ぐため排水路を掘る、毒草の広がり

を防ぎ草地の回復を早めるためフェンスで囲うといった技術や手法は、現地では高く評価されてい

るものの、それ自体日本の独自技術ではない。点滴灌漑はすでに旱魃対策として中国政府独自

の補助で実施されている。畜牧科学院や県の関係者からは、展示的な意味も含め、先進国日本の

特徴ある、しかし現地に適した技術の導入を求める声が幾度も聞かれた。 

この期待に応えるのは容易ではない。日本には遊牧民の定着事業の経験や極度の乾燥地での

天然草地保全の経験はない。大規模飼養農家の自動搾乳・貯蔵システムや乳製品加工メーカー

の持つ高度な食品加工・流通技術が、搾乳牛が数頭規模の現地の農家にそのまま応用できるわ

けでもない。価格や市場条件の違いも大きい。 

個別技術で日本らしさを出すのが難しいとすれば、可能性があるのは、頻繁に農家に通い、技

術的・経営的問題に親身になって相談にのる日本型農業普及システムや、あるいはきめ細かい土

地・水利用営農計画と管理のシステムといった「ソフトのシステム」であろう。実際、今回調査中に、

本事業の特徴は個別技術というより総合的なアプローチではないかという中国側リーダーの発言

があった。また、日本研修を受けたカウンターパートからは、日本の農協の優れた管理・指導・経営

システムが応用できそうだとの指摘もあった。農協に関しては、アクチ村では、昌吉市科学院の職

員が昌吉市にある乳業協同組合の支所を作ることを真剣に検討していた。定住農牧民の農協作り
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や運営の難しさはよく知っており、昌吉市乳業組合の研修や指導を利用して、時間をかけて、マネ

ジメントができる人材の育成から始めるとのことであった。 

ソフトも含めて日本の技術の導入を検討する場合、展示効果やその後の普及を考えると、現在

のパイロット事業のモデル農家数では必ずしも十分でない可能性もあり、予算の制約や技術指導

の効率も勘案しつつ、適正な規模を検討するとよい。 

 

（３）成果の普及 

本事業の改定前のプロジェクト目標は、「モデル地区における・・・持続可能な定住事業のため

のモデル的な取り組みを通じ、定住牧畜民に対する技術的支援体制が強化される」こととなってお

り、モデル村のパイロット事業で他のモデルとなるような成果が出ることと他地区への普及が暗黙の

うちに仮定されているものと思われる。しかし、自治区や市・県での技術等の普及については、研

究機関や下部技術部門からの提案が各段階での審査委員会にかけられ、普及に値すると判断さ

れて初めて予算要求や実行計画が作成され、それに沿って普及担当機関により普及が実施され

るという手順を踏むことになっているという。とすれば、この 2 つの村の取り組みがどれだけ魅力ある

技術や手法として認識され、かつ普遍性があって自治区全体の応用・普及に値するかがまずポイ

ントになる。 

成果を上げつつあるアクチ村のケースは、定住後の期間も長く、大都市近郊で、かつ市職員な

どの献身的努力という好条件が重なっており、成功事例としての見本的価値は高いものの、それを

適用できる「類似地区」は限られよう。また、普及に値する魅力ある技術という点ではまだアピール

性に弱く、さらなる成果が求められる。 

将来の他地域へ普及を考慮すると、遠隔地で条件の悪いチャプラ村での事例がより参考になろ

うが、中断の影響もあって現段階ではまだ計画策定手法が効果を挙げつつあるとはいいがたく、普

及のモデルになる技術や成果も十分見えていない。また、仮にそれが見えてきたとしても、その経

験だけに基づいて、支援方式をマニュアル化し、そのまま全域に適応できるわけではない。家畜飼

養形態・経済条件・歴史習慣・人材などの条件は村によって異なるからである。マニュアルを作成

する場合は、プロジェクト以外の先進事例も集め、より応用性の広いマニュアルとする必要があろ

う。 

 

（４）天然草地保全 

本事業は、天然草地の保全への貢献が大きな目的の一つだが、そのための直接的手段はあま

り事業活動に含まれていない。天然草地の保全は、定住地での飼料生産を増加させ、定住牧民の

天然草地、特に冬牧場への依存や負荷を減少させることによって間接的に実現されると仮定され

ている。また、牧畜民の研修や指導にも力が入れられている。これは、合理的な対応である。対象

地域があまりに広大でその人工的改良は物理的・経済的に不可能であることと、直接的手段として

は禁牧、休牧、草地使用許可証による頭数制限といった、政府の規制が主体にならざるを得ない

からである。 

また、広大な天然草地は地形や天候、特に雨量によって大きく左右されるから、草地状態のモ
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ニターにも大きな制約がある。モニターは牧畜民や草原ステーション職員などからの聞き取りだけ

では正確さに疑問が残る。GIS の活用によるモニターは中国側の合意が必要な上、地上探査のコ

ストや本事業の予算や期間を考えると現時点で開始するのは無理と思われる。いずれの方法にせ

よ、どこまでが本事業による成果かを見分ける手段はない。今回、上位目標の指標を変更し、「冬

期間、定住村で越冬する羊の割合」としたこと、プロジェクト目標の指標を「冬期間の天然草地に対

する飼料依存度の低下」と改定したことはそれを反映したものである。 

ただ、アクチ村もチャプラ村も、モデル農家でも 2008 年以降羊の総頭数が増えており、羊の頭

数増加により天然草地への負荷が増える可能性は否定できない。天然草地に関する何らかのモニ

ターは必要であろう。農家の聞き取りでは、収入を増加させるため、羊の頭数を増やしたいとの声

があった。羊肉需要が伸びていること、乳牛の世話が女性の労働に依存しており牛の頭数増加に

限界があることなどが原因と見られる。 

なお、飼料作物は、チャプラ村ではトウモロコシは少なく、換金作物のひまわりが多く栽培されて

いた。貸与された 50 ムーの農地については、栽培作物の規制はく、乳牛頭数がこれまで横ばいで

あったため、それで十分なのかもしれない。アクチ村でも、モデル農家の土地ではないそうだが、

換金作物の綿花や種子用スイカの栽培が多く見られた。換金作物栽培に政府の補助や奨励があ

るとも聞いた。乳牛や飼料種子の無償提供を受けたモデル農家はともかくとして、現在の市場条件

のもとでは、非モデル牧畜民が飼料生産よりも換金作物栽培に向かう可能性は否定できない。た

だ、こうした換金作物の生産の有利が続けば、労働や飼料の制約から中期的には家畜飼養への

依存度が減り、天然草地への負荷が軽減していく可能性はある。 

 

（５）投入規模 

当該プロジェクトは、広大な新疆地域の天然草地の保全と定着遊牧民の生計向上という、中央

政府や自治区政府が重視する政策に資するためのものであり、中国側の寄せる期待も大きい。し

かし、プロジェクトの実際の活動は、関係者の研修と 2 つのモデル村のパイロット事業(対象農家各

２０戸)が中心となっており、必ずしも中国側の期待に応える規模にはなっていない。現在の厳しい

予算事情を考慮すれば、やむを得ない面があるが、本事業は、日中友好関係の重要性や地球的

環境問題への取り組みと日本への影響緩和という点で必要性は極めて高いものである。しかも世

界中で関係者が苦戦している遊牧民の定住支援と草地保全が対象であり、もし成功すれば、援助

機関としての JICA の名声を高め、日中関係に著しい好影響を与えることが期待される。逆に失敗

すれば、その悪影響も計り知れない。この事業を成功させるために、残された期間に追加投入を行

うことを勧めたい。 

 

（６）その他 

 

(ア) 計画･調査偏重の見直し 

今回の調査中に、中国側内部ではプロジェクトによる調査が多過ぎるとの不満があることを耳に

した。プロジェクトの計画書や報告書を見ると、PDM に基づき、活動ごとに詳細な年次実施計画が

- 17 -



作られ、段階ごと活動項目ごとに指標に基づいた評価が行われる仕組みになっている。特にモデ

ル地区では、天然草地保護、土地利用、水利用、営農改善、技術普及、農民組織化、所得向上に

関する 16 項目以上のモニタリング項目が設定され、農家に対するアンケート調査が行われることに

なっている。さらに本調査団を含めて多くのインタビューや追加調査が実施されており、調査票や

アンケートへの記入を要請されているようである。 

PDM に基づく事業管理は大切なことではあろうが、それ自体が目的ではない。あまりに細分化し

た計画や指標を設け、それに固執すると、調査に労力と時間を取られ、かつ柔軟性が失われて、

目的達成の現場の努力やカウンターパートとの意思疎通がおろそかになってしまう恐れがある。計

画や調査偏重にならないように留意すべきと思われる。 

 

(イ)日本人専門家の派遣方式と現地での滞在拠点 

 中国側の一部から、日本人専門家の現地での滞在期間をもっと長くしてほしいという要望があっ

た。今後の重点が遠隔地のチャプラ村での指導に移ること及び残り期間の短さを考えると、日本人

専門家の一時帰国による空白期間は極力少なくし、現地の近くに准拠点を設け、そこを中心に活

動する期間を長くすることも考慮してはどうだろうか。安全面には十分に配慮しなければならない情

況で、ウルムチから遠く離れた不便な場所で、コストや通訳手配の問題もあること、現地の冬季の

厳しさなど、様々な困難は十分理解できるが。 

 

(ウ) 中国での JICA 事業 

中国での JICA 事業は、中国が経済大国になりつつあり、技術レベルも高くなっていることから、

今後は一層優先度が低くなる可能性がある。しかし、ODA は GDP で測られる貧困度だけで行われ

るべきものではない。ODA 大綱にもあるように、ODA はわが国の国益に貢献することも重要な基準

であり、また、温暖化対策などのように地球的公共財への支出という側面も持つ。我が国の将来を

考えると、プレゼンスを増す中国との戦略的互恵関係の強化は外交上最重要課題であろう。また、

九州での光化学スモッグの頻発や黄砂問題を持ち出すまでもなく、中国での環境問題の帰趨は、

川下に当たる日本にとって極めて重要な意味を持つ。このため、要望がある限り、中国での JICA

事業による技術協力、特に環境に関する協力は、むしろ強化すべきと考える。幸い、新疆自治区

科技庁では、日本の協力に対する期待は依然高い。今回のような地道な協力事業で期待に沿っ

た成果を上げることこそ長い目でみて日本にとって一番必要なことであろう。 

ただ、中国での技術協力は、C/P の技術知識レベルが高いこと、予算もある程度あること、組織

や制度が他の途上国に比べてしっかりしていることなどから、貧困国に対する協力とは違った特別

な配慮や対応が求められる。貧困削減のための援助に限定しないこと、可能な限り優れた日本側

人材を派遣すること、中国人専門家を最大限活用すること、技術協力の枠内に留まらず、国際機

関、他ドナー、民間など様々なリソースへの橋渡しを考慮すること、環境対策や食品安全など日本

がなおリードしている技術分野を生かすこと、などである。 
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【松本団長所感】 

 中国政府及び新彊ウイグル自治区政府が強力に推進している牧畜民定住化政策に沿い、毎

年新しく遊牧民の定住化が進められている中、本プロジェクトは定住事業の優良事例を作るものと

して、新彊自治区政府からの期待は非常に大きいものがある。今般の調査団来訪時にも、自治区

政府及び富蘊県政府関係者から度々プロジェクトへの日本側投入を増加してほしいとの要望があ

った。これは、パイロットプロジェクトの進捗状況なども念頭に置いたものと見られるが、新疆におい

て政府関係者が定住化事業を真剣に推進しようとしており、それに関する支援を求めていることの

表れであろうことも実感された。 

 このような期待の中で実施されている本プロジェクトであるが、2009 年の 7・5 事件による１年間

の日本側専門家不在の影響もあって、中間レビュー時点ではパイロットプロジェクトの１つ、チャプ

ラ村での成果の発現状況が思わしくなく、プロジェクト目標達成が懸念される状況にある。中国側

の自助努力を促す観点及び予算上の制約から、これまで日本側の投入は必要最小限に抑えてい

る状況であるが、牧民の生計向上と天然草地の保護を目標に掲げる本プロジェクトの実施を日本

側が引き受けた以上、現在の状況を改善し一定の成果を挙げる必要があり、中間レビュー報告書

の提言に示されたとおり、追加投入やプロジェクト期間延長を含めた検討が必要と思われた。この

ような努力により本プロジェクトが成功裏に終了できた場合、中国側の牧畜民定住化政策の一貫

性とそれにかける熱意から察するに、プロジェクトでの経験を他の地域に着実に普及してゆくと思

われる。そのため、今後のプロジェクト期間を通じて何よりも優良な「成功例」を作ることが何よりも大

切であると感じた。 
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